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小学生・中学生の社会的思考力の発達 

 桜井淳美 

 

問題と目的 

子どもはどのように社会を認識しているのだろうか。子どもの社会的思考力を促進させ

るにはどのような指導が効果的であるのだろうか。学習指導要領では，教育課程で生きる

力を育成することを目標としている。生きる力の構成要素の一つである確かな学力は，基

礎的な知識と問題を解決するための思考力，判断力，表現力の考える力と定義されている。

そのため，教育現場では，子どもたちの考える力を伸ばし，よりよい社会の形成者を育成

していくことが急務である。 

しかしながら，社会的思考力は定義が難しく，他の教科と比べて学習者の認識に関わる

研究が極めて少ない。数少ない研究の中で，加藤ら（2012）は歴史と公民の分野において，

中学生の社会的思考力・判断力の発達傾向とそれらを構成する 5 つの能力(事実判断力，帰

納的推論能力，演繹的推論能力，社会的判断力，批判的思考力)の関係性について検討した。

その結果，社会的判断力と批判的思考力は学年進行に伴って高くなる傾向が見いだされ，

特に中学 2 年生から 3 年生にかけて伸長する傾向にあることが示された。帰納的推論や演

繹的推論から社会的判断へ，また社会的判断から批判的思考へという能力の難度の順序性

や能力間同士の相互関連的な関係が見いだされた。 

加藤らの研究では，被験者は国立大学附属中学校の生徒であるため，公立学校の平均的

なレベルの子どもと比較すると学力が高く，授業内容も公立学校とは異なるスタイルや内

容である可能性がある。そのため，公立学校に通う，平均的なレベルの生徒がどのように

社会認識をしているのか，どの程度社会的思考力が発達しているのか研究を行う必要があ

る。また，小学生の社会的思考力の発達の違いについても検討することが必要であり，中

学生と併せて発達の変容を明らかにする。本研究では，平均的な学力の小学生・中学生の

社会的思考力がどの程度発達しているのか，調査することを目的とした。 

 

方法 

調査対象 

 公立学校の小学 6 年生 155 名，中学 1 年生 188 名，中学 2 年生 218 名の合計 561 名。 

調査時期 

 2014 年 11 月から 12 月 

調査内容 

 調査用紙は歴史分野と公民分野の 2 種類用意した。それぞれ，社会的思考力の構成要素

である①社会的認識力，②社会的判断力，③批判的思考力の 3つの能力を測定する問題と，

小学校 6 年生で学習する基礎問題を出した。以下に問題番号と調査項目を示す。 

問 1：事実判断問題，問 2：社会的判断問題， 

問 3：①帰納的推論問題，②演繹的推論問題，問 4：批判的思考問題，問 5：基礎問題 

手続き 
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 作成した調査問題について調査協力校の校長から承諾を得たあと，学校を通じて調査を

実施した。回答時間は 20 分から 30 分程度であった。 

評価基準 

 問 1(事実判断問題)は指摘数，問 5(基礎問題)は正答数，問 2，3，4 は記述内容で 3 段階

のレベルに評価した。 

 

結果と考察 

【歴史分野】 

①問題の回答者率 

 帰納的推論問題，演繹的推論問題，社会的判断問題，批判的思考問題において回答者が

どのレベルに分類されたか，学年別に χ²検定を用いて人数の偏りを調べた。その結果，

帰納的推論問題以外で人数の偏りが見られた。 

 

②各問題の関連性 

 事実判断問題の指摘数の平均値を各問題のレベル別に算出し，その結果を分散分析にか

けた。分散分析の結果，各問題ともレベル 2 に分類された者の平均値は他のレベルに分類

された者の平均値より有意に高かった。つまり，事実判断能力が高い者は，他の能力も高

いことが分かった。 

 次に，帰納的推論問題，演繹的推論問題，社会的判断問題，批判的思考問題の相互の関

連を調べた。各問題でレベル 2 に分類された者が他の問題でどのような評価を得ているの

か調べ，χ²検定を用いて人数の偏りがあるか調査した。その結果，ほぼ全ての問題間で人

数の偏りが見られた。この結果をもとに，残差分析を行ったところ，演繹的推論問題と社

会的判断問題，批判的思考問題においてレベル 2 に分類された者がレベル 2 に分類される

傾向にあることが示された。 

 

【公民分野】 

①問題の回答者率 

 帰納的推論問題，演繹的推論問題，社会的判断問題，批判的思考問題において回答者が

どのレベルに分類されたか，学年別に χ²検定を用いて人数の偏りを調べた。その結果，

批判的思考問題以外で人数の偏りが見られた。 

 

②各問題の関連性 

 事実判断問題の指摘数の平均値を各問題のレベル別に算出し，その結果を分散分析にか

けた。分散分析の結果，帰納的推論問題のレベル 2 に分類された者の平均値は他のレベル

に分類された者の平均値より有意に高かった。つまり，事実判断能力が高い者は，帰納的

推論能力が高くなるが，他の能力との関連は見いだせなかった。 

次に，帰納的推論問題，演繹的推論問題，社会的判断問題，批判的思考問題の相互の関

連を調べた。各問題でレベル 2 に分類された者が他の問題でどのような評価を得ているの

か調べ，χ²検定を用いて人数の偏りがあるか調査した。その結果，ほぼ全ての問題間で人
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数の偏りが見られた。この結果をもとに，残差分析を行ったところ，演繹的推論問題と社

会的判断問題以外の問題間で，レベル 2 に分類された者がレベル 2 に分類される傾向にあ

ることが示された。公民分野では一方でレベル 2 に分類され，高い評価を得ている者は他

方でもレベル 2 に分類されているため，各能力ともに発達していることが示された。 

 

総合的考察 

本研究では，生きる力や 21 世紀型スキルなどの考える力の育成が必要とされている現

状において，小学生・中学生の社会的思考力がどの程度発達しているのかを，公民分野と

歴史分野において検討することを目的とした。 

調査の結果，歴史分野，公民分野ともに一部の問題では学年が上がるとともに，社会的

思考力が発達している傾向が示唆されたが，学年が上がっても社会的思考力が発達してい

るとは言えない問題もある。そのため，必ずしも学年が上がるにつれて社会的思考力が発

達しているとは言えない。 

 本調査で小学 6 年生，中学 1 年生，中学 2 年生全ての学年において，社会的思考力が

発達していると判断された者は各問題とも全体の 4 割程度であった。他方で，基礎的な知

識を問う問題の正答率は各学年とも差がなく，7 割程度であった。そのことから，基本的

な知識の習得ができていても，社会的事象についての問いに対して，知識を活用し，答え

を導き出す社会的思考力は発達しているとは言えない。全国学力調査で実施されている国

語と算数・数学においても，基本的な知識を問う A 問題では正答率は 7 割から 8 割近い。

しかし，知識の活用力を問う B 問題では正答率は 5 割程度になる。今回行った社会的思考

力の発達に関する調査は，全国学力調査の B 問題に相当する調査であった。全国学力調査

には含まれていないが，社会科においても国語や算数・数学と同様に知識の活用力，つま

り社会的思考力の発達が十分でないことが示唆される。社会的思考力が小学生・中学生の

時期に発達していないことは，極めて重要な問題であり，早急に改善していく必要がある。

そのためには，社会的思考力の発達を妨げている認知的な障害を明らかにし，小学生・中

学生の社会的思考力の発達を促すことのできる指導方法や支援方法を確立していくことが

必要である。 

 

今後の課題 

 本研究の結果，小学生・中学生の社会的思考力は，一部で学年が上がるにつれて発達し

ていく傾向があるが，社会的思考力が十分に発達している子どもは少ないことが示唆され

た。そのため，子どもの社会的思考力の発達を促す指導方法や支援方法を検討し，実践し

ていくことが必要である。また，本調査では行わなかった中学 3 年生以降の社会的思考力

の発達の様子も調査を行う必要がある。中学 3 年生や高校生の社会的思考力がどのように

発達しているのか調査を行うことで，学年や思考力のレベルに合った指導方法や支援方法

を検討することができると考えられる。 
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